
第 1 章 平面上のベクトル (8) 

＜例１９＞２つのベクトル𝑎 ⃗⃗⃗  ＝（－2、３）、𝑏 ⃗⃗⃗  ＝（ｘ、－6）がある。次の問いに答えよ。 

（1） 𝑎 ⃗⃗⃗   と 𝑏 ⃗⃗⃗  が平行であるための条件をいえ。 

𝑏 ⃗⃗⃗  ＝k𝑎 ⃗⃗⃗  となる実数ｋが存在する。 

（2） 𝑎 ⃗⃗⃗   と 𝑏 ⃗⃗⃗  が平行であるように、ｘの値を定めよ。 

(1)より、𝑏 ⃗⃗⃗  ＝k𝑎 ⃗⃗⃗  とおくと、（ｘ、－6）＝ｋ（－2、３）＝（－2ｋ、3ｋ） 

従って、成分を比較して、x＝－2ｋ、－6＝3k 

これより、ｋ＝－2、x＝4 

（3） 𝑎 ⃗⃗⃗  に平行で，大きさが 1 のベクトルを求めよ。 

|a⃗ |＝√4 + 9＝√13、従って、求めるベクトルは、
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(別解)求めるベクトルを k𝑎 ⃗⃗⃗  とおくと、k𝑎 ⃗⃗⃗  ＝ｋ（－2、３）＝（－2ｋ、3ｋ） 

このベクトルの大きさが 1 より、√4𝑘2 + 9𝑘2＝√13𝑘2＝1 ∴ √𝑘2＝
1

√13
 

従って、ｋ＝±
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√13
より、求めるベクトルは、±
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Ｃ  座標平面上の点とベクトル  

座標平面上に 2 点Ａ(a1、a2)、Ｂ(ｂ1、ｂ2)をとると、 

OA⃗⃗⃗⃗  ⃗＝（a1、a2） 

OB⃗⃗⃗⃗  ⃗＝（ｂ1、ｂ2） 

従って、AB⃗⃗⃗⃗  ⃗＝OB⃗⃗⃗⃗  ⃗－OA⃗⃗⃗⃗  ⃗＝（b1－a1、b2－a2） 

従って、次のことが成り立つ。 

AB⃗⃗⃗⃗  ⃗＝（b1－a1、b2－a2） 

|AB⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  ⃗|＝√(𝑏1 − 𝑎1)2 + (𝑏2 − 𝑎2)2 



＜例２０＞次の 2 点Ａ、ＢについてAB⃗⃗⃗⃗  ⃗を成分表示し、大きさを求めよ。 

（１） Ａ（2、－2）、Ｂ（4、1） 

AB⃗⃗⃗⃗  ⃗＝（4－2、1－(－2)）＝（2、3） 

|AB⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  |＝√4 + 9＝√13 

（２） Ａ（－１、３）、Ｂ（－２、－１） 

AB⃗⃗⃗⃗  ⃗＝（－1、－4） 

|AB⃗⃗ ⃗⃗ ⃗⃗  |＝√1 + 16＝√17 

 

＜例２１＞ 点Ａ(－２，２)，Ｂ(4，0)，Ｃ(5，３) 、Ｄ（ｘ、ｙ）を頂点とする四角形ＡＢＣＤが平

行四辺形になるように頂点Ｄの座標を求めよ。 

（解答） 四角形ＡＢＣＤが平行四辺形になるに

は、 

AD⃗⃗⃗⃗  ⃗＝BC⃗⃗⃗⃗  ⃗ であればよい。 

AD⃗⃗⃗⃗  ⃗＝（x＋2、y－2） 

BC⃗⃗⃗⃗  ⃗＝（1、3） 

より、x＝－1、y＝5 従って、D（－1、5） 

演習４  3 点Ａ(1、2)，Ｂ(3、－2)，Ｃ(4、1)を頂

点とする平行四辺形の第 4 の頂点の座標を求

めよ。（ヒント；３つある） 

（1） ABCD のときは、AD⃗⃗⃗⃗  ⃗＝BC⃗⃗⃗⃗  ⃗ として 

（x－1、y－2）＝（1、3） ∴ D(2、5) 

（2） AEBC のときは、AE⃗⃗⃗⃗  ⃗＝CB⃗⃗⃗⃗  ⃗ として 

（x－1、y－2）＝（-1、-3） ∴ E(0、-1) 

（3） ABFC のときは、AB⃗⃗⃗⃗  ⃗＝CF⃗⃗⃗⃗  として 

（2、-4）＝（x-4、y-1） ∴ F(6、-3) 
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